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日(日)

旅
行
中
綿
λ
の
呂
町
議

な
ど

2

や
む
な
微
な

い
車
協
叫
し
枚
出
μ
ご
さ

な
い
万
は
、
一
小
一
向
高

校
以
門
小
山
町
で
き
ま
す

V
搬
出
問
l
月
刊
U

(
上
)
ま
で

V
時
間
同
午
山
川
良
時

山
川
分
か
り
午
後
f
J
時

パ
ウ
斗

J
l
炊
で
記
名
心
得
)
で
治
ハ
付
し
岨
写
機
一
前
市
冷
静
フ

て
い
事
す
投
也
市
口
い
ま
で
に
M

明
か
な
か

v
ハ
ヴ
げ
ん
吋
1
後

A

~
心
行
扮
失
し
た
万
は
設
的
小
品
川
め
然
食
品
哨
従

1
家
用
問
害
関

災
仁
中
し
出
て
く
ど
き
い
』
耕
地
帯
が

V
悼
持
参
す
る
も
の

な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
絞
殺
怒
れ
ぐ
れ
所
笠
理
券
(
郵
崎
容
れ
て
い
る
お
)
益

い
る
ト
々
は
役
来
て
矛
ぷ
す
ω

お
持
ち
く
叫
九
%
ぐ
い
。

d
喝
十
小
骨
怯
品
噛
役
務
所

ー

人

ひ

と

り

の

で

、

市
政
を
話
す
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を

弘
明
遂
に
と
っ
て
、
身
近
税
務
総
滋
懇
の
設
置
執
口
口
ガ
近
づ
き
怒
し
絞
.

1
湾
徳

8
の
纂
琶
に
は
、

-mお
さ
ん
の
爽
一
一
室
谷
ム
零
幅
削
駄
は
サ
る

こ
と
料
品
く
、
ぶ
〈
悶
閥
、
よ
く
幽
問
調
也
、
よ
く
考
え
て
務
和
制
緩
総
ザ
人
官
官
選

び
ま
し
ぶ
~
つ
。

V
投
棄
5

2
弓
日
間
九
日
九
日
~
午
附
7
時

か
ら
午
後
F
b
時
ま
で

V
投
裂
で
き
る
方
開
制
朝
刊
む
山
中
1
月
刊

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
与
で
総
和
引
年
同

開
月
初
日
以
紛
に
転
入
縁
取
を
し
円
引
き
絞

令
市
内
に
伐
耐
円
台
る
万
。

V
役
務
一
朗
酎
宜
調
理
券
投
票
所
持
液
像
以
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己
申
一
筋
1
次

慕

本

計

耐

紙

業

を

同
一
一
か
一
一
部
名
か
ら
な
る
搭
議
会
で
審
議
中

側
一
一
古
川
市
一
一

れ
γ
z
H於
勾

b
r
u
t屯
μ
u
、

し

}

〆

キ

ト

F

し;

酬
庁
内
で
緩
霧
に
一
羽
織

E
U
i
L
4
3
1
h
け
川
上
1
f
R

設
窓
辺
u
討

J
1
1州制
g

川

を

積

一

ね

策

定

"

設

立

総

会

を

問

問

州

潟

、

本

仲

間

的

に

統

合

総

刷
新
法
卒
桃
川
仰
を
後
附
議
す
る
た
片
的
一
打
に
よ
る
事
業
b
糸
川
め
わ
れ
ま
す
、

m
gヒ
u
n
ι
s
i
i
j
t
F
d
h
ι
均
十
仇

r
a
L
M吋
ム
二
、

V

打

開

i
J
i
J
L♂

A

i

R

F
き

を

水

警

対

策

糊
心
い
い
総
成
し
た
総
台
計
画
境
定

…
;
L
、一

:

:

f

大

幅

都

進

附
d
F
Z
b
r
j
L
P
4
ア
8
2
1
e
lド
十
d
!
l
ι
守派

Arp-L句、

制

誌

ま

し

た

の

拍

地

内

叫

符

で

は

市

の

合

内

で

あ

っ

た

あ

札

制
フ
口
シ
ェ
ク
}
チ

i
ム
C
は
、
お
い
い
託
料
、
経
笠
と
鉾
ぜ
、
見
附
的
対
悩
波
山
印

刷
部
課
か
り
捻
泌
さ
れ
と
吋
桜
本
礼
幽
合
山
市
在
持
事
業
と
し
て
、
今
年
俊
樹
向
、

州
日
中
川
正
の
た
め
の
事
務
併
殺
計
両
w

を
用
地
質
収
b
r
む
い
ち
来
年
役
よ
り
仁
字

削
法
心
、
約
問
問
に
わ
れ
ん
る
会
訟
を
東
心
、
四
一
加
島
…
叩

?
内
心
、
埋
設
に
お
じ
量
一
一
山
剛
一
一
民
議
案
を
可
決

一

い

詳

し

予

定

本

A
騒
音
日
以
一
一
弱
年
度
決
算
も
認
定

す
カ
本
位
指
C
あ
う
た
り
、
文
字
内
側
議
定
し
ま
と
ず
た
。
現
約
、
ニ
的
場
孫
一

E
一一

議
け
な
い
方
は
、
役
肖
刷
所
め
何
即
日
制
に
中
酬
は
捻
合
計
副
主
計
部
械
金
で
が
滅
容
れ
て
湿
布
役
所
支
所
設
績
晶
例
轄
の
…
総
故
事
担
昭
和
引
年
度
市
鴎
民
健
織
様
総
務
機

し
出
れ
は
代
田
也
で
孜
両
叫
A
H

で

冬

求

す

の

附

い

ま

す

ペ

五

4
M
木
パ
ほ
れ
J

ト閉仏昨日山川一民的役
M
折
ぶ
れ
が
韓
間
刷
会
計
徳
一
止
予
線
刊
以
供
i
帆勺)

室

内

内

宮

総

公

安

土

苦

川

線

引

会

お

よ

び

主

秀

作

い

苦

工

も

め

喜

和

制

薬

草

地

盤

義

援

霊

山
町
付
に
あ
り
ま
サ
ん
，
後
心
し
て
中
7

f

t

圃
市
…
絞
殺
の
時
朝
食
の
給
与
仁
関
す
る
特
別
出
金
叫
制
緩
波
予
第
一

ml号
)

川
周
波
出
掛
綴
を
幽
均
一
滋
一
し

1

2

1

山
出
て
く
H
f
s
k

捌

換

mwの
…
総
数
恋
人
事
伝
記
公
お
よ
蝋
酬
明
和
制
世
半
世
枇
常
川
公
共
下
水
道
事
構
特

ま
た
、
日
的
見
え
な
い
方
に
は
山
、
糊
払
市
計
倒
的
掛
川
引
き
お
よ
が
隅
市
九
止
か
料
品
川
情
勢
湾
抗
吋
h
K
L
改
正
す
る
も
品
川

d

別
会
計
機
一
止
予
算
(
築
2
号
)

日
子
山
側
と
点
字
問
崎
町
役
京
用
紙
を
璃
家

i

問
地
域
内
見
広
し
は
、
町
内
と
の
お
泌
総
緩
市
務
年
館
設
置
及
U
管
獲
に
問
糊
す
る
繊
昭
和
引
年
度
事
老
人
縫
縫
特
別
会
針

て
あ
り
ま
す
の
で
申
z
ふ
て
く
ど
さ
い
~
糊
淡
が
絵
い

2

2
池
山
川
、
訴
を
続
行
吋
議
捌
聞
の
一
額
融
正
れ
開
校
年
絞
め
捻
補
正
予
算
一
第
1
号
)

制
こ
れ
に
基
づ
き
、
第
加
川
州
市
郡
市
討
議
お
よ
び
転
本
、
布
依
仙
川
町
仇
め
材
関
口
市
駅
蜜
昭
和
引
年
度
市
本
滋
事
織
金
鈴
篠
亙

品
川
一
向
審
議
会
屯
山
県
総
市
計
側
発
禁
に
ぷ
め
さ
地
に
げ
い
改
正
す
る

L
的

ゃ

予

算

一

字

今

日

叫
府
州
諸
問
、
吋
附
議
さ
れ
ま
し
れ

M
U

一
企
我
孫
苧
奴
槻
判
明
叫
土
地
前
一
一
閥
猿
煙
車
輩
出
期
間
紺
綬
繁
由
臨
終
徹
総
資
磐
田
同
会
委
員
の

p

l

 

ん

叩

に

博

う

務

執

時

離

柑

嬬

榔

丹

念

山

柑

子

補

給

皐

刷

問

噛

端

付

慨

に

つ

い

て

録

制

尚

f
に
H
い
.

8

州
筒
山
の
区
間
盤
整
淫

L

z

の
一
総
数
宮
北
耕
一

f
滅
的
vtu事
敬
古
制
下
関
忠
義
氏
を
ふ
忠
一
HHす
る
も
の
で
す

ω

h
m
m

が
麻
格
的
犯
ス
タ
i
ト

i
v
Lが
に
よ
り
が
込
寺
町
内
滑
な
議
ド
山
間
忠
義
氏
明
治
持
部
日
月
刊
日

替

開

誠
一
向
山
什
山
地
区
は
土
地
点

um民
地
滋
と
い
W
4」
切
る
た
め
の
も
の

F

々
ふ
れ
山
3
1
H円
4
接
持
労

j

i

 

ぺ
un

公
止
符
縫
誌
の
日
新
備
の
気
対
臓
が
潟
ま
り
ヘ
漆
間
違
の
取
得
れ
ノ
侃
公
開
現
地
を
麗
人
権
縫
議
議
築
構
機
縁
抑
制
鵬
首
鵬
じ
っ

榊

端

A
H
鋒

れ

に

よ

る

品

量

益

事

説

得

す

る

た

め

の

も

的

言

語

尚

rと
な
っ
た
ま
一
議

湖
革
を
盗
め
ど
評
議
し
た
。
議
箆
接
持
衛
滋
綴
線
の
総
史
的
承
諾
氏
を
一
向
般
的
十
る
も
的
。

川
町
和
的
年
7
持
川
、
知
事
に

T
t
H
山
崎
鴨
昭
和
制
年
縫
前
一
鮫
余
計
補
正
予
算
締
本
↑
総
決
問
刊
日
年

z
η
5
n
u

w山
川

北

地

ぱ

昨

日

閥

抗

蛇

殺

事

島

市

孔

目

立

認

可

仙

時

打

3
4
4
4帯
地
の

5

育すうド崎長{

竺寄与 f泰三主空軍
ま子会市日 喜

市麗捧葡館与

の体謹
ー
ト
、
野
球
場
を

含
む
)
は

λ

披

露
休
結
い
た

し
ま
?
、

wv
糊
問
い
合
わ

せ
市
民
体
育

館
官
(
町
一

候
補
者
の
氏
名

は
ハ
ツ
キ
リ
と

い
つ
の
地
挙
で
も
、
せ
っ
か
く
校
内
小

は
し
た
が
投
摂
し
た
ん
の
お
旦
ぷ
を
索
開
州

ぜ
与
な
い
た
め
に
い
且
古
川
叫
に
な
る
も
め
か

世
な
く
あ
り
ま
せ
ん
み

役
京
日
に
は
校
町
駅
以
絞
れ
い
い
立
候

液
晶
刊
の
氏
名
が
ぬ
が
仰
げ
れ
て
い
ま
す
の

で
曳
よ
く
附
閉
め
て
、
投
軍
用
抗
的
所
定

山間いい八

r
キ
ワ
記
殺
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
料
開
削
杭
m
m
祇
仁
は
、
候
補
鵠
内

氏
名
門
飽
に
余
分
を
こ
と
を
必
絞
す
る

と
無
効
に
な
る
も

代
理
投
紫
、
点
字

で
き
ま
す

器

製

警

皇

語

窓

言

語

葬

詩

る

か

ら

留

ま

で

器

開ω
銭
安
常
国
刷
で
一
開
催
さ
れ
、
園
議
、
総
務
A
M
4綴
何
年
C
わ
だ
る
あ
政

釜
蝉
盟
抗
日
返
る
と
と
も

C
6瞬間岡市
W

M

M

概
綴
鈴
を
お
い
ま
し
だ
。
害
白
幽
は
、

こ
の
市
政
一
級
制
略
化
初
夜
線
約
し
℃
的
問
A
Hし
殺
す
a

ま
だ
、
綴
殺
は
い
同
線

案
提
出
山
容
れ
、
れ
鋭
機
…
般
会
計
積
立
予
算
な
ど
4
9べ
て
鱗
綴
溺
り
可

決
。
継
続
緩
滋

pdっ
て
い
た
初
告
案
義
援
を
〆
針
作
も
欄
護
法
れ
ま

し
応
"
料
品
叩
問
、
日
M
蛸円

8
8
C同
地
廷
掛
副
議
出
棋
の
滋
精
一
分
絞
め
れ
、
議
長
円
九

飯
久
附
附
泌
憾
地
綿
一
一
員
、
制
制
議
官
民
に
薦
問
時
使
際
線
燃
が
滋
山
山
お
れ
ま
し
だ
。

認
u
h

拝
m
h

捕

時

陣

憧

患

正

制

問

罫

削

弘

雄

性

議

長

滋

蟻

隅

剖

制

に
議
乎
し
開
制
同
年
皮
ま
で
に
事
業
を

ニ
的
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
と
、
ル
仇

叫
附
陥
端
絞
め
え
主
口
付
い
引
が
大
削
仰
に
叫
削
滋
す

る
こ
と
か
ら
市
ぞ
も
奇
心
創
的
に
協
力
L

ま
す
よ

公
共
下
水
道
の

滋
及
率
お
%
£

チ
れ
川
市
等
流
出
川
町
内
浄
化
、
品
川
代

め
快
適
な
生
活
門
司
応
的
時
保
を
お
的
い
い
、

公
民
ト
ネ
主
的
HL
備
に
切
め
て
い
ま
す

守
年
波
ち
が
m
打
、
心
刷
、
校
本
山
本

崎
白
、
東
北
代
同
郁
子
、
点
的
蜘
村
山
、
ん
叩
件

附
附
的
泌
を
一
件
後
中
て
す
完
成
す
る

と
格
的
人
什
は
約
・
4

・
り
へ
‘
約
日
~
~
'
の
め

必
行
投
本
と
な
け
ま
す

L

消
防
布
佐
分
饗

2
月
に
鍛
工

前
弘
子
h
M
ム
口
約
開
発
い
と
も
な
3
市

川
川
知
ぷ
品
川
悦
H

抑
協
定
に
ぶ
つ
品
、
間
引
出

川
山
一
昨
内
問
機
山
城
い
い
品
別
地
ふ
と
議
入
、
ん
m件

山
品
川
附
附
刷
ほ
め
防
災
災
h
e
と
し
て
の
消
防

庁
内
的
挫
殺
を
進
め
て
い
ま
す

U

}守的…
Jv
ド
は
2
月
中
切
に
竣
工
め
子

定
て
、
ニ
れ
に
よ
り
い
勺
丸
山
、
~
フ
内
市
市
初

捻
誌
の
強
化
、
中
托
ま
切
れ
ま
す
。
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4

月
日
間
日
か
ら

大
瀧
雑
し
ま
す

錨

お
早
め
に
ど
う
ぞ

マ
イ
ホ
ー
ム
宅
購
入
し
た
り
、
多
額
の
窓
療
震
を
t
K
L
掛
っ
た
り
し
た
怠
ど
鈴
鹿
思
尼
鍵
定
申
告
を
す
る

と
裁
金
ガ
戻
っ
て
く
る
室
ロ
ガ
あ
り
ま
す
e

す
で
は
絡
税
務
署
℃
は
所
得
続
出
目
灘
付
申
枕
零
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

2
月
旬
尽
か
ら
竪
穴
獲
湧
出
粧
し
ま
す
の
で
一
、
臨
時
間
賠
世
田
寧
め
は
ど
う
ぞ

J
欝
勘
眠
術
践
税
策

災
一
粗
削
や
瀦
離
は
ど

一一で
サ
ラ
リ
ー
?
ン
〈
給
与
所
得
議
)
で

曙

去

ぎ

る

に

蓄

し

可

愛

護

翻
続
一
棋
が
血
抑
制
止
な
れ
ば
.
滋
付
申
告
に

絞
'
よ
っ
て
税
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

百
柏
税
務
署
で
お
早
自
に
手
続
き
を
行

去
っ
て
く
だ
さ
い
。

り
①
年
内
中
途
で
迭
問
判

L.
年
末
剤
耐
整

一
明
キ
設
け
ず
そ
的
後
、
そ
の
年
中
に
他
丹

念
高
官
得
が
な
い
方

治
安
雪
渓
件
議
会
雇
用

引
が
め
術
品
緩
ん
を
取
得
し
た
ガ

ム

火

地

w-
波
紋
以
上
的
隊
館
山
間
全
文
弘
つ

で
九
心
身

制
的
紛
糾
問
会
所
得
一
分
離
税
制
悦
守
山
聞
く
~

品
刊
が
お
る
カ

潮
時
管
内
姿
、
盗
殺
ま
た
は
横
領
収
よ
り

井
比
宅
や
家
財
に
山
畑
山
品
目
を
品
受
け
た
方

⑧
民
持
定
寄
付
金
の
あ
る
方

件
相
さ
れ
る
の
が
後
四
常
時
同
徒
数
で
守
包
べ
ん
の
介
助
科
*
通
院
賛
同
川
や
入
日
誌
の

こ
こ
で
い
う
震
療
養
と
は
窓
師
、
岳
部
屋
代
、
食
事
代
の
費
用
、
医
需
用
法

科
医
向
ま
た
辻
総
得
者

(
7
y
サ
i
dン
呉
円
購
入
代
、
仙
円
借
料
的
校
耐
用
で
通
常

師
等
)
に
よ
る
診
察
、
治
療
品
問
問
的
や
受
必
要
な
も
の

け
た
ζ

と
に
よ
る
支
払
い
、
設
び
治
療
、
V
E
凶
描
欄
策

ι骸
山
吋
し
な
い
も
の
*
医

時
義
に
必
要
な
涯
糸
口
問
品
川
な
ど
で
す
。
州
問
や
翁
識
は
叩
に
対
す
る
紛
引
判
事
然
物
昨
枇
脳
内
J

wv
医
様
絡
に
勘
蹴
鳴
門
す
る
も
め
*
蕊
鱗
形
や
楠
階
級
給
凶
則
的
資
附
事
総
製
法
上
の
然

富

山

村

照

的

に

ま

よ

義

代

治

室

長

外

謀

議

愛

読

隣

人

僻

織
代
物
的
榊
燃
や
機
淡
の
た
め
は
議
後
hu

仲
円
余
*
単
に
体
側
州
合
終
え
る
た
め
め
ァ
隊

援

党

総

入

室

内

還

や

必

要

ソ

サ

JJE存
袋

、

重

な

ど

M
m

附
畷
所
ヘ
川
帆
β

許
容
れ
る
た
め
的
関
門
緩
め
鳩
合
同
以
外
的
タ
タ
ン
代
本
近
授
、
渡

*
ワ

y
サ
ー
ジ
尚
早
諮
際
的
‘
は
り
蝉
曳
逮
復
、
ぷ
筏
な
ど
の
き
ょ
う
正
問
削
メ
ガ
白
山

き
?
?
師
、

J

如
水
遊
技
後
婦
は
よ
る
治
療
ネ
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
内
総
入
代
金

を
受
け
る
た
め
に
主
払
っ
た
泌
総
資
一
総
人
に
当
た
っ
て
の
検
限
代
を
含
む
)

*
保
健
保
、
呑
識
娘
、
准
若
謎
日
開
な
ど
*
入
議
中
町
身
の
回
り
品
(
寝
ま
き
、

に
対
し
て
支
払
っ
た
時
養
上
の
世
話
丹
波
高
山
内
共
な
ど
)
の
務
入
代
金

費
用
*
助
産
婦
に
対
し
て
支
払
っ
た
分

戴
欄
憎
し

一窓
i
1
1
1
!
i
l
l
1
1
L
 

臨
ん
絞
め
金
叫
融
機
問
問
な
ど
丹
住
宅
ロ
ー

ン
を
割
判
出
射
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
一
建
て
た

り
、
務
入
し
た
場
合
で
一
定
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
は
住
宅
取
得
控
除
が
受

け
ら
れ
手
す
。

V
遊
間
措
置
客
待
出
W
出
回
八
す
が
照
明
役
す
る
均

的
的
家
密
で
あ
る
ヂ
}
と

川
山
築
制
続
的
床
潔
蹴
閉
が
m
w
M
N
以
上
2
0

0
M
以
下
で
あ
る
恥
。
と

川判断柄欄時後
6
か
何
月
日
以
内
記
入
総
仁
、

州
問
除
を
省
け
る
都
め
は
汚
羽
目
口
ま
で
お

為
円
、
印
税
い
て
絞
作
成
し
て
い
る
こ
と

出
判
所
得
ι泌
総
が
1
0
0
0
万
mm
以
下

で
あ
る
こ
と

川
山
初
緩
や
職
事
に
よ
り
出
収
得
し
た
も

の
で
な
い
ニ
と

山
町
議
波
所
得
に
つ
い
て
譲
絞
め
特
例

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
(
議
絞
的
特
例

に
つ
い
て
は
税
務
審
に
ご
総
裁
を
}

的
借
入
金
量
守
的
滋
油
開
制
州
問
問
が
同
年
円
以

上
で
あ
る
m

}

と

川
間
中
ふ
削
除
去
絞
憾
に
つ
い
て
は
、

取
得
的

n以
約
問
年
以
内

物
的
場
合
は
同
日
年
以
内
)

川
叫
然
災
絞
め
油
開
均
し
ゃ
蛾
側
負
刊
税
約
機

涼
し
な
ど
縁
仏
怖
の
滋
制
酬
が
わ
か
る
も
内

川
明
泌
除
議
船
組
側
内
炎
殺
に
w
m
る
枇
出
入
金
約

年
末
残
世
間
等
間
証
明
治
官

川
町
猿
駒
内
登
出
品
簿
総
本

山
間
源
泉
徴
収
察

倒
印
鑑

高
昭
和
前
年
ロ
ロ
丹
羽
n
日
以
前
例
に
取
得
し

た
方
は
透
湾
要
件
や
計
算
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
税
務
察
い
い
ご
綴
談
く
だ
さ

ゆ
伎
喝
取
得
捻
隊
判
制
的
齢
制
算
方
法
ド

的
紫
式
的
殺
り
や
‘
す
。

也
士
協
入
合
格
的
後
世
間
的
合
計
料
開
が
2
0

0
0
乃
内
告
知
地
え
る
絡
会
に
は
、

2
0

0
0
万
市
内
が
奴
昨
棋
に
な
り
ま
す
移

ホ
ニ
的
算
式
に
よ
ヮ
て
山
山
さ
れ
た
脅
吋
聞

に
1
0
0
m円
末
機
的
制
的
数
が
あ
る
と
き

確
定
串
告
が
議
聾
な
万

1語*'j: 
富民主藤
カζ 被在ニ
~J<に11.
震なを
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季最て
。護手
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〔後宅取得枚数綴の算式〕

燃
湾
総
会

絡
ん
従
申
智
内
必
畿
な
方
沖
凶
式
的
行
々

で
す
伶川

w務
総
所
得
や
不
動
機
続
得
絡
が
あ
そ
め
淡
人
か

る
カ
で
下
的
総
A
A
て
税
制
酬
が
お
る
だ
ら
的
関
付
金
利
刊

ω紛
争
所
得
の
あ
る
方
で
次
的
品
や
か
子
、
不
動
滋

ら

品

切

に

一

統

治

す

る

方

体

内

災

科

b
A又

②
給
与
収
入
金
粗
削
{
給
与
の
年
間
帆
)
け
い
る
方

が
1
5
0
0
万

円

を

韻

え

る

方

出

向

み

な

し

品
広
明
♀
以
外
的
所
得
が
却
万
m
門
を
法
人
議
後
を

超

え

る

万

選

択

し

た

方

宮
市
与
か
2
か
所
以
上
あ
る
方
で

M
W
予
定
約

従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
稔
与
所
得
税
制
耐
の
あ
る

以
外
的
所
得
の
か
計
検
が
均
万
m
門
を
総
方

え
る
カ

柏
税
務
署
へ
ど
う
ぞ

V
受
付
平
註
は
釜
附
9
時
か
均

一
止
午
ま
で
と
今
後
1
持
か
ら
5
時

ま
で
心
土
山
崎
川
同
午
務
9
時
か
ら
正

午
ま
で
。
母
祭
uu
は
お
休
与
で
す
。

な
る
べ
く
平
ロ
M

仁
、
ま
た
泡
車
、

円
ス
等
を
ご
符
尽
く
だ
さ
い
コ

な
お
、
本
人
名
義
め
振
込
銭
行

の
名
称
‘
際
金
m
M
m
夜
、
口
径
番

駄
句
、
む
し
く
は
絵
寄
り
内
務
相
脱
線

名
を
総
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

o

w徴
税
務
畿
税
ハ
判
)
2
3
2
1

962入が意り初め

暗f手U<7}先旦マラソン

一

ん

は

次

的

滋

り

で

す

α

一
す
っ
か
り
液
R

門
的
行
事
と
し
て

V
1

・5
同
時
却
歯
車
小
学
ち
年
市
町
子
小

一
復
航
相
し
た
た
設
?
ラ
ゾ
ン
が
湖
北
高
尚
之
(
沼
市
制
同
市
犠
阜
率
制
問
、

5
分
口

…
ム
尚
南

1
4

一
制
的
文
通

η
で
行
わ
れ
、
チ
秒
)
*
向
女
子
園
用
木
香
笛
(
湖
北
‘

5

一
ピ
ッ
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
合
わ
分
訂
秒
)
*
小
学
6
年
季
五
来
一
E
一哉

一
せ
て
9
6
2
名
い
か
走
り
相
官
行
(
並
木
‘

4
2
M
一
件
}
*
問
問
女
子
木
村

一

い

ま

し

た

。

佳

代

(

湖

北

，

一

口

一

閥

、

5
分
割
引
秒
)

一
ニ
の
お
は
泥
沼
主
に
ふ
さ
わ

V
S加
の
部
傘
中
山
富
子
抽
出
演
繁
之

し
く
雲
が
と
っ
去
く
薄
れ
液
勺
た

(tM刷、

9
分
捕
秒
日
*
郎
官
子
務
総

れ
も
の
め
、
日
間
関
を
却
時
え
寄
託
燥
が
事
一
苧
{
判
州
北
、
円
分
6
仏W
J

と
吹
き
後
れ
て
い
ま
し
た

G

そ
れ
で

V
S
M
の
郊
〈
壮
掠
い
機
開
予
期
殺
事

も
務
総
し
れ
ん
脱
制
き
ん
は
蹴
械
か
達
、
っ
扶
刊
日
事
後
品
川
、
問
分
組
怜
吋
*
ム
京
子

オ
み
に
し
て
あ
ち
こ
ち
で
テ
γ
い
?
と
事
酬
明
テ
ツ
子
九
校
以
干
潟
友
金
、

n
A
H

t
即

!
L
P
を
絞
り
広
凶
行
、
ま
た
捻
滋
合
間
叩
抄
)

緩
め
と
父
口
ん
や
子
然
た
ち
か
ら
は
V
叩
岡
田
部
ホ
馬
予
増
田
山
武
久
〈
湯
浴

槽」

ぷ
H

ン
パ
レ

i
し
と
い
う
川
知
い
い
戸
町
、
泊
分
的
秒
)
*
女
子
絵
園
地
由
車
一
子

び

M

械
が
制
飛
び
交
い
ま
し
た
む
(
八
千
代
松
供
占
同
特
)
担
分
話
特

世
田
主
お
各
都
内
で
M

四

時

開

し

と

品

目

き

F

以

上

絞

れ

弥

時

宗

一
吉
三
こ
諦
子
唾
、

b
3
主
主

一

↑

E
正
F
主
暫
治
組
二
、
主

3
脅
し
?
ぷ

E
E
E
J
J

一
漬
じ
た
の
は
地
元
の
は
や
し
瀧
中

F
t
m
m
r
で
は
潟
門
紙
、
滋
り
の
品
開
々
を
ら
を
隣
人
し
て
以
来
例
略
、
一
北
除
に
は

一
め
で
幻
い
嗣
げ
十
臨
時
い
が
繰
り
品
す
ま
炉
開
判
紋
川
湖
同
級
さ
¥
紛
ば
や
し
、
初

…
し
た
a

同
時
い
走
行
っ
て
島
ま
し
た
が
、

2し

一
論
じ
た
的
一
は

d
m
r
誌
や
し
液
中
込
は
と
フ
せ
や
る
な
ム
与
党
胡
り
や
家
弓

一
的
山
首
怒
，
ヘ

4
部
副
脱
線
、
弱
ツ
ず
か
く
合
悩
る
よ
う
に
し
た
も
の
刷

一

紡

子

、

お

き

な

、

ど

う

け

、

一

そ

し

て

結

晶

、

太

絞

め

一

行

が

に

一

ぎ

に

ぎ

し

く

現

わ

れ

る

と

、

千

一

供

た

ち

も

飛

び

出

し

て

き

て

大

一

答

日

。

な

か

に

は

び

っ

く

り

し

一

て

べ

そ

を

か

く

子

も

F

会
の
代
表
仇
保
持
正
一
郎
き
ん

一

は

「

お

か

げ

械

で

よ

か

っ

た

と

い
う
W

仰
が
多
く
附
判
然
、
ま
し
た
ー

系
統
告
も
寄
ら
に
h
r
納
長
紛
れ
~
に

L
て
れ
い
れ
九
い
と
思
い
求
ず
ヤ 要撃震まもなんのそ的、元気に走る子供達
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重喜701き霊ごvr お

f警
手
間
同
大
様
下
町
間
州
、
昨
年

γ
汚
か

ら
釣
り
祭
止
奴
域
に
払
っ
た
こ
の
一
角

は、
A

す
や
す
っ
か
り
鳥
た
ち
の
安
ら
ぎ

の
後
町
議
あ
ま
り
の
ア
ヒ
ル
や
ま
'

設
ウ
と
と
も
に
、
オ
オ
パ
ン
、
カ
ル
カ

モ
な
と
数
多
〈
の
需
が
認
を
体
め
て
い

る
。
こ
の
場
所
で
四
年
開
に
わ
た
ゥ
て

ず
そ
ん
た
ち
に
エ
サ
空
う
え
絞
け
て
き

た
大
塚
喜
代
子
診
ん
的
内
栓
が
な
か
勺

た
ら
、
自
持
た
ち
は
ニ
ん
な
に
安
心
し
て

体
〈
ニ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
匂

L
A
W
嚇
怒
ん
N
U
M
W
年
品
問
、
犬
同
敢
宇
に

S
一
的
か
け
た
手
釣
川
市
で
、
交
通
事
捻
に
液

1
m
 

…
っ
た
制
兆
円
ア
ヒ
ル
を
助
け
れ
九
以
来
、

4
8

…
抑
制
タ
ベ
ン
を
を
持
っ
て
浮
い
添
い
絡
め

U
一
る
後
そ
の
う
ち
、
約
人
的
休
日
て
た
釣
糸

川
河
一
や
叫
引
で
知
子
炉
尖
っ
た
り
、
死
ん
だ
り
す

引
叫
一
る
ア
と
ん
を
阿
闘
い
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て

合
年
、
成
人
武
谷
迎
え
ら
れ
だ
皆
さ

ん
、
畠
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
成
人
式
。
持
品
定
お
済
み
で
怠
い

万
は
、
お
早
め
巳
手
続
き
を
。

知
機
に
な
る
と
、
成
人
L

と
し
て
多
く
波
紋
め
ゑ
決
め
安
定
を
泊
る
こ
と
を
白

内
総
訓
刊
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
か
、

m
m

的
、
と
し
て
い
ま
す
む

川
氏
部
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
か
と
つ

4
Hけ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
拓
村
山
山
口
氏
年
令

で
す
。
こ
の
制
度
は
弘
部
を
し
と
ゥ
て
時
前
て
は
、
国
内
に
居
段
L
て
い
る
初
級
か

げ
な
く
な
勺
た
と
き
的

ι泌
総
終
年
金
、
ら
制
設
に
な
る
ま
で
や
人
〈
火
学
敢
な

総
入
中
台
妥
や
ケ
女
同
陶
器
討
に
な
ど
の
人
会
除
〈
)
は
、
す
べ
て
い
時
入
す

っ
た
と
き
の
同
州
議
処
別
総
ヰ
台
、
ご
主
人
る
こ
と
に
な
り
ま
し
允
。
昭
生
年
金
や

主
し
く
さ
れ
て
域
チ
然
官
と
な
っ
た
と
然
減
総
合
に
州
出
入
し
て
い
る
人
た
ち
は

主
的
叫
端
銭
紫
綬
年
金
な
ど
‘
加
人
長
や
問
問
人
品
川
に
チ
均
株
き
を
せ
グ
に
自
動
的
に

1
1
1
j
加
入

Eま
す
が
、
そ
量
的
人
は
例

¥

ー

人

的

に

手

続

き

を

し

な

く

て

は

な

り

ま

?
i
トい

/
:
5
2
2

v
u
y

る
人
な
ど
は
品
奴
て
加
入
す
る
こ
と

も
で
ゑ
L
Z
手寸
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械
は
ま
だ
ま
ど
先
的

ニ
と
と
劣
え
が
ち
で
す
が
、
在
後
町
生

約
仙
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。
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縫
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受
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付
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融
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縄
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司
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磯
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受
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滋
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、
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上1ゴをな会主芸妻韓請著書

にゆUJ務綴(根戸)tJ'ら義人事議後(J)

之さぷちにとこ115707俳弓日〉綴iすガきちっ
諒した。

指名参器類(J)申請を
昭和62'苦手書撃にお万発注定まる

工事、談話十・総翠および必至5. 

iま去の入手し!と著書加を希望するおば、

$議議議察署を緩おしてく万襟C¥. 

!惨紫綬 21'ヨ21BC士〉主主マ

|惨問い合わt主 要事攻潔実現約{帯

422 


